
【資料６】                          令和６年１０月４日 

令和６年 新年祝賀会を終えて 
総務部新年祝賀会担当 

１．参加者数 

単位：人 事前申し込み 参加 欠席 

来賓・顧問 （１９） １９ ０ 

理事・監事 ２２ ２１ １ 

部員  ９  ９ ０ 

支部 ６６ ５８ ８ 

合計 １１６ １０７ ９ 

            ※部員１名当日支払い ※支部３名代替参加 

 

２．会計報告 【資料２】 

  ・会費の収入と支出との差額－260,474 円は総務部会計から補填。 

   ⇒今後のことを考えると会費を 10,000 円程度に引き上げることが必要ではないか。 

  ・来賓、顧問、理事、監事の方のみハガキでの連絡とした。 

  ・会費の振り込みを Web で行うことが定着し確認作業など効率化できた。 

 

３．当日の運営 

  ・昨年度より参加人数を増やし立食形式でおこなった。受付から運営までスムーズに 

   おこなうことができた。 

  ・食事面で量や質など非常に良かった。 

 

４．その他 

  ・来賓などに送付するハガキに名前のふりがなを記載してもらうようにする。 

   （ご来賓の読み上げ原稿の呼び方の間違いを無くすため） 

  ・一水会会長や全連小会長など、発送前に変更確認を徹底する。 

  ・来賓紹介の順番を、外部⇒身内とした方がいい。 

  ・立食形式での実施で非常に良い雰囲気の会となった。顔を合わせて親睦を深め、情 

報交換をすることに大きな意義があった。 

  ・日曜日の昼からの開催は参加しやすく、今後もこの設定がいいのではないか。 

  ・次年度は人数制限を無くしフルスペックでの実施を考えてもいいのではないか。 

   ⇒来年度は既に天空の間が抑えられてしまい、１会場のみでの開催の方向。 

    支部の人数制限を無くし、早い段階で事前の参加集約をする形で進めるのがいい 

のではないか。 

     

  ・支部紹介の担当の機転で、支部ごとや類、年度などさまざまな括りでの写真撮影は 

良かった。広報部が撮影する形で恒例のものとしていっていいのではないか。 

  ・学生歌の歌詞をパワーポイントで作成しておくとよい。 

  ・能登半島地震への募金のよびかけはよかった。 

⇒募金総額 78,100 円 日本赤十字社へ。 

 

５．次年度祝賀会予定 令和７年１月１９日（日）東京ガーデンパレス 


